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IMT-2000ビジネスモデル研究会が⽬指したこと
IMT-2000研究会の⽬標 経 過 課 題

モバイルネットワークの開放 ⼀部MNOとレイヤー2データ通
信接続を実現（2009年）

⼆種指定設備(例：HLR) ですら、そ
の接続が実質拒否され ネ トワ信接続を実現（2009年） の接続が実質拒否され、ネットワー
ク開放が進んでいない。

パーソナル端末への進化 スマートフォン市場の拡⼤ MNO主導で進展。その結果、再度パ ソナル端末への進化 スマ トフォン市場の拡⼤
(2006年頃より。ただし、欧⽶
諸国より5年遅れ。)

MNO主導で進展。その結果、再度
ガラパゴス化(特殊な端末機能や特
異な垂直統合モデル) を助⻑するに
⾄った。

UIM(SIMカード)の活⽤ 「SIMロック解除に関するガイ
ドライン」を策定・運⽤（総務
省 2010年）

事業者の主体的な取り組みに委ねら
れたSIMロック解除は限定的であり、
ほとんど進展せず。

“ユーザID”のオープン化 電気通信番号(MSISDN)は依然
として設備事業者にのみ割当て

MSISDNはサービス事業者(MVNO
等)にとっても重要。MVNO等の事
業が制約される⼀因となっている。

マルチネットワーキングによる
コンテンツ(情報)の⾃由な流通

FMC⽤電気通信番号（060番
号）の導⼊（総務省 2007年）

ネットワーク開放が進まないため、
ほとんど進展せず
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コンテンツ(情報)の⾃由な流通 号）の導⼊（総務省 2007年） ほとんど進展せず。
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